
 

 
 

令和４年度道徳教育実施状況調査の結果をお知らせします。 

令和４年度道徳教育実施状況調査（https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/563394.pdfに 
全項目の結果一覧掲載しています）から特徴的な項目を抜粋して紹介します。道徳科を要とし、学校 
教育全体を通して行う道徳教育への取組に向けて、学校や学級の実態と照らし合わせながら御覧い 
ただき、今後の参考にしてください。 

１ 心に響く多様な指導方法への取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 授業改善、指導と評価の一体化を踏まえた校内研修への取組について 

 

 

 

 

 

 
 

３ 家庭や地域社会との連携による道徳の指導について 

 

 

 

  

 

 

 

 

① 教員は理解し，工夫して実践している 88.7% 

② 教員はおおむね理解しているが実践できていない 9.5% 

③ 教員の理解や取り組みは不十分である 1.5% 

④ その他（教員によって差がある等） 0.3% 

① 保護者が授業に参加した 18.0% 
② 地域の人々が授業に参加した 6.2% 
③ 保護者や地域の人々以外のゲストティーチャー 15.8% 
④ ①～③について実施する予定はない 27.5% 
⑤ ホームページや学級，学年便りで発信した 66.7% 

⑥ その他（保護者の手紙やインタビューを活用、道
徳ノートを持ち帰り，保護者が児童にメッセージを
記入，コロナ禍で実施できなかった等） 
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道徳科が教科化されるにあたり、多様な指導方法の工夫として、３つの指導方法（読み物教材への自我関与
が中心の学習、問題解決的な学習、道徳的行為に関する体験的な学習）が例示されました。①②を合わせると
９８．２％となり、一定程度の理解があると回答しています。このうち８８．７％が「教員は理解し、工夫して実践して
いる」と回答しています。過去３年間を通して、高いポイントを保っていることからも、読み取りに終始していた授
業や忌避傾向にあるとされた、これまでの道徳の時間の課題を受け止め、授業を工夫改善しようとする先生方
の意識の高まりであると考えられます。  

③  ④ 

①  
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校内研修の取組は減少傾向にあります。
教科化されてから時間が経過し、理解が進
んだためと考えられます。しかし、先生方の中
には、道徳科の評価に不安があったり、校内
で重点内容項目が共有されていなかったり
という声も聞かれます。道徳教育は学校全体
で取り組むものですので、評価方法や評価
の視点、目指す子どもの姿等を学校全体で
確認の場をもつことが大切です。積極的な研
修の位置付けをお願いいたします。 
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この３年間は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、家庭や地域社会と連携した取組を控える学校も多か
ったことでしょう。今年度は、令和２年度と比較すると、①②の項目が増加しました。全国の調査※と比較すると、本
県では、家庭や地域社会と連携した道徳教育に積極的に取り組んでいることが分かります。 
ある学校では、ふくしま道徳教育資料集を教材として、家族愛について考える授業が実践されました。話合いの
後に家族からの手紙を読み、自分にとっての家族について考える授業でした。授業者は、「この手紙と向き合う時
間は、子どもが家族の言葉を受けとめる時間としたい」と話していました。目の前の子どもたちが、家族について
自己を見つめる機会とするために、どのような工夫ができるのかを考えて授業をつくっていることが分かりました。
道徳科は価値の知的理解の時間ではありません。家庭、地域と一体となって、子どもと共に考える授業の実践に
向けて、どんな工夫ができるか、ぜひ考えてみてください。（道徳の礎Ｐ１８参照） 
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※文部科学省 道徳教育実施状況調査 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/doutoku/chousa/mext_00080.htm
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４ 道徳教育を組織的に推進するために実施している取組について 
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①全教師が協力して道徳教育を展開できる体制を整えている。（道徳教育推
進上の課題に合わせた組織、各学年ごとの組織、校務分掌における組織等） 
 

②道徳教育の重点目標を共有し、具体的な指導を行っている。 

 

③各教科等や体験活動において、道徳科の内容項目との関連を意識して指
導を行っている。 

④道徳教育の推進に資する校内環境の整備・充実を図っている。 

 
⑤道徳教育推進教師が中心となって、道徳教育に関する研修の充実を図っ
ている。 

①の項目では、中学校の組織的取組の充実がうかがえます。中学校では、ローテーション授業や学年で話し
合いをして授業を進めている実践例が増えてきました。ローテーション授業の目的の一つは、多くの教員が共に
授業を参観し指導の充実を図ることです。一方で、担任が授業者として関わる時間が少なくなる点や評価につ
いての共通理解の難しさ等の課題も挙げられていますので、取り組む際には、実態に合わせてしっかりと検討す
ることが必要です。効率性だけでなく、目の前の子どもの実態を踏まえて検討しましょう。 
②③の項目では、小学校の割合が高い結果となりました。小学校では、学校行事や各教科等と関連を図る実

践がたくさんの学校で進められています。学級担任が多くの教科等を担当するため、取り組みやすいことが考え
られます。小中学校で連携を図り、各校種の取組のよさを取り入れていくことができるようにお願いいたします。 
④⑤の項目は、小中学校ともに３０％以下となりました。道徳教育推進教師の先生方の中には、「任命された

けれど何をしたらよいか分からない。」という方もいらっしゃるかもしれません。道徳教育推進校の推進教師の先
生は「自分は特別なことはしていない。先生方をつなぎ、雰囲気をつくっただけです」と話しました。道徳教育推
進教師が一人で取り組むのではなく、校長先生の方針のもと、チームで一つずつ取り組んでいくことが大切で
す。「道徳の礎」には、道徳教育推進教師の先生が参考になる情報や、組織的取組の参考になる推進校の実践
例が掲載されておりますのでぜひ御活用ください。 
 

 

 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/565913.pdf 

道徳科は要 

【道徳の礎より】 

令和４年度道徳の礎（いしずえ） 
各学校に２冊ずつ配布しています。「ふくしまならでは」の道徳教育の実現

に向けて必要な理論や道徳教育推進校の実践等を集録し、ふくしまの先生
方の悩みに寄り添う一冊になっています。道徳教育を組織的推進や家庭、地
域と連携を図る実践の参考になる情報等、ぜひ御活用ください。 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/565913.pdf

